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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第１四半期連結
累計期間

第16期
第１四半期連結
累計期間

第15期

会計期間
自2019年４月１日
至2019年６月30日

自2020年４月１日
至2020年６月30日

自2019年４月１日
至2020年３月31日

売上高 （千円） 2,680,125 2,424,048 10,935,241

経常利益又は経常損失（△） （千円） 48,111 △158,792 918,158

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属す

る四半期純損失（△）

（千円） 15,560 △199,416 482,990

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △64,228 △228,542 381,533

純資産額 （千円） 4,915,565 4,793,972 5,338,750

総資産額 （千円） 13,669,965 14,406,848 14,260,986

１株当たり四半期（当期）純利益又

は１株当たり四半期純損失（△）
（円） 0.69 △8.83 21.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.0 33.3 37.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第15期第１四半期連結累計期間及び第15期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。第16期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益については、１株当たり四半期純損失（△）であり、また、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間における世界経済及び我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大

の影響により経済活動が停滞し、先行きに対する不透明感が継続しております。

　医薬品業界におきましては、増大する医療費の抑制は各国共通の課題となっており、保険者の影響力の高まりや

後発医薬品の使用促進などの動きが加速しております。日本においては、2018年度から実施されている抜本的薬価

制度改革では、新薬創出・適応外薬解消等促進加算制度の抜本的見直しや長期収載品の薬価等の見直しなど、新薬

創出を目指す製薬会社に経営的側面から大きなインパクトを与えており、手持ちのパイプライン品目の見直しを迫

られるなど、新薬開発の生産性や効率性の向上が求められております。他方、治療満足度の低い疾患や希少疾病用

医薬品へのニーズは依然として数多く存在しており、革新性の高い医薬品は待ち望まれております。日本では、希

少疾病用医薬品指定制度、先駆け審査指定制度、条件付き早期承認制度も運用されるに至っており、米国、欧州の

規制当局も同様に優遇政策を導入しております。このような環境下において、製薬会社は主力製品の特許切れ問題

への対応も含め、革新的新薬の創出に向け、ビジネスモデルや研究開発活動の転換を加速するものと思われます。

　当社グループが属する医薬品開発業務受託（ＣＲＯ；Contract Research Organization）業界は、医薬品開発・

販売のアウトソーシング化及び国際共同治験（注）の増加を背景として、市場規模は緩やかに拡大しております。

また、上述の医薬品業界の状況を踏まえると、製薬会社は革新的新薬の創出並びにその生産性や効率性を更に向上

させるため、医薬品開発のアウトソーシングを一層加速させることが見込まれます。

　以上のような事業環境の下、当社グループでは、製薬会社のグローバル開発ニーズに対応するため、日亜米欧の

グローバル受託体制を確立・進展させてまいりました。この結果、設立当初の日本１極から現在は日本、米国、欧

州（主にドイツ、フランス、スペイン）の３極に主軸が移行しております。このため、当第１四半期連結累計期間

の当社グループにおきましては、世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、米国・欧州でロックダ

ウンにより外出等が規制され経済活動がほぼ停止したことに加え、日本でも緊急事態宣言が発令され不要不急の外

出自粛等が求められた結果、医療機関への訪問規制などにより一部治験業務の実施が困難となったことや新規獲得

案件の治験開始時期に遅延があったことにより受注残高の回収が進まず、売上の計上に期ズレが生じました。ま

た、前期下期に新型コロナウイルス感染症の拡大の影響から製薬会社で新規開発案件の一時凍結が起こり、当第１

四半期連結累計期間の売上に影響する受注の確保が不足することになりました。

　しかしながら、現状は、日本で国内外の製薬会社やバイオベンチャーより再生医療等製品等の複数の新規受注や

受注内定があった他、欧州子会社でも受注獲得が好調に推移しております。また、米国での新型コロナウイルス感

染症治療薬案件等の複数の打診をはじめ、各国で新規案件の打診に回復の兆しがあり、当社グループ一体となって

これらの新規案件の獲得に取り組んでいることから、今後業績は徐々に改善していくものと見込んでおります。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は2,424百万円（前年同期比9.6％減）となりまし

た。営業損失は売上高の減少による稼働率の低下等により150百万円（前年同期は129百万円の営業利益）となり上

場来初の営業損失となりました。経常損失は円高により外貨預金等に為替差損が発生したため158百万円（前年同

期は48百万円の経常利益）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損失はLinical Accelovance America,

Inc.（以下、LAA社）の前身であるAccelovance, Inc.が買収以前に受託していた案件に関する仲裁やLAA社の売主

との交渉等に関連する弁護士報酬等の費用が発生したため199百万円（前年同期は15百万円の親会社株主に帰属す

る四半期純利益）となりました。

 

（注）「国際共同治験」とは、主要市場国における早期・同時上市を図るため、臨床試験を複数の国または地域に

おいて同時並行的に行うことをいいます。
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　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①ＣＲＯ事業

　当社グループのＣＲＯ事業につきましては、世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受け、医

療機関への訪問規制などにより一部治験業務の実施が困難となったことや新規獲得案件の治験開始時期に遅延が

あったことにより売上の計上に期ズレが生じたこと等から、減収減益となりました。この結果、売上高は2,165

百万円（前年同期比13.3％減）、営業利益は162百万円（同67.2％減）となりました。

②育薬事業

　当社グループの育薬事業につきましては、新薬発売後の臨床研究を中心とした案件の受注により人員の稼働率

が上昇した結果、売上及び利益に貢献することとなりました。この結果、売上高は259百万円（前年同期比

42.4％増）、営業利益は79百万円（同164.2％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

①　資産の部

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末と比べ145百万円（1.0％）増加し、

14,406百万円となりました。これは、のれんが減少した一方、現金及び預金等が増加したことによるものであり

ます。

②　負債の部

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比べ690百万円（7.7％）増加し、

9,612百万円となりました。これは、主に短期借入金等が増加したことによるものであります。

③　純資産の部

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末と比べ544百万円（10.2％）減少し、

4,793百万円となりました。これは、主に剰余金の配当等により利益剰余金が減少したことによるものでありま

す。

 

(3）経営成績の分析

①　売上高

当第１四半期連結累計期間の売上高は、(1）経営成績の状況に記載の要因により、2,424百万円（前年同期比

9.6％減）となりました。

②　売上原価

当第１四半期連結累計期間の売上原価は、主に昇格・昇給による人件費の増加等の結果、1,951百万円（前年

同期比0.7％増）となりました。

③　販売費及び一般管理費

当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は、前年同期比で人材募集費が増加した等の結果、623百

万円（前年同期比1.8％増）となりました。

④　営業損失

当第１四半期連結累計期間の営業損失は、(1）経営成績の状況に記載の要因により、150百万円（前年同期は

129百万円の営業利益）となりました。

⑤　経常損失

当第１四半期連結累計期間の経常損失は、(1）経営成績の状況に記載の要因により、158百万円（前年同期は

48百万円の経常利益）となりました。

⑥　税金等調整前四半期純損失

当第１四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は、(1）経営成績の状況に記載の要因により、204百

万円（前年同期は48百万円の税金等調整前四半期純利益）となりました。

⑦　親会社株主に帰属する四半期純損失

当第１四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失は、(1）経営成績の状況に記載の要因によ

り、199百万円（前年同期は15百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。
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(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。

(6）経営戦略の現状と見通し

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営戦略の現状と見通しについて重要な変更はありませ

ん。

　引き続き、当社グループは受託業務の選択と集中を推し進めることによって既存のＣＲＯとの差別化を図り、大

手製薬会社と同等の立場で医薬品開発を実行・サポートできる知識・技術・経験を有するＣＲＯすなわち「ＣＤＯ

（Contract Development Organization）」を目指していく方針であります。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

 7/21



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 49,600,000

計 49,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2020年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年８月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,740,000 24,740,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数は100株

であります。

計 24,740,000 24,740,000 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年４月１日～

2020年６月30日
－ 24,740,000 － 214,043 － 73,000

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 2,153,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 22,582,800 225,828 単元株式数（100株）

単元未満株式 普通株式 3,800 － －

発行済株式総数  24,740,000 － －

総株主の議決権  － 225,828 －

 

②【自己株式等】

    2020年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社リニカル
大阪市淀川区宮原一丁目

６番１号
2,153,400 － 2,153,400 8.70

計 － 2,153,400 － 2,153,400 8.70

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

 9/21



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年４月１日から2020

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社リニカル(E21706)

四半期報告書

10/21



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,210,902 5,473,229

売掛金 2,057,439 2,078,724

前払費用 140,172 156,347

立替金 821,450 712,065

その他 319,351 352,732

貸倒引当金 △31,846 △31,827

流動資産合計 8,517,469 8,741,271

固定資産   

有形固定資産 741,801 727,644

無形固定資産   

のれん 3,832,686 3,742,352

その他 201,020 204,606

無形固定資産合計 4,033,707 3,946,959

投資その他の資産   

投資有価証券 291,980 290,914

長期前払費用 952 962

差入保証金 455,084 455,540

繰延税金資産 219,990 243,556

投資その他の資産合計 968,008 990,973

固定資産合計 5,743,517 5,665,577

資産合計 14,260,986 14,406,848
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月30日)

負債の部   

流動負債   

短期借入金 1,050,000 1,959,709

1年内返済予定の長期借入金 419,976 419,976

未払金 657,293 597,268

未払費用 403,171 322,751

未払法人税等 84,515 39,875

未払消費税等 56,730 105,676

前受金 1,534,089 1,536,727

預り金 646,133 734,084

賞与引当金 182,933 99,382

その他 93,465 92,929

流動負債合計 5,128,308 5,908,381

固定負債   

長期借入金 2,683,518 2,578,524

退職給付に係る負債 563,236 586,959

リース債務 495,978 489,131

その他 51,194 49,879

固定負債合計 3,793,927 3,704,494

負債合計 8,922,235 9,612,875

純資産の部   

株主資本   

資本金 214,043 214,043

資本剰余金 50,423 50,423

利益剰余金 5,927,102 5,411,474

自己株式 △657,371 △657,395

株主資本合計 5,534,198 5,018,546

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 32,503 △871

為替換算調整勘定 △222,327 △218,859

退職給付に係る調整累計額 △5,624 △4,843

その他の包括利益累計額合計 △195,447 △224,573

純資産合計 5,338,750 4,793,972

負債純資産合計 14,260,986 14,406,848
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

売上高 2,680,125 2,424,048

売上原価 1,938,191 1,951,386

売上総利益 741,933 472,662

販売費及び一般管理費 612,390 623,386

営業利益又は営業損失（△） 129,542 △150,724

営業外収益   

受取利息 71 3,263

投資有価証券評価益 － 7,166

営業外収益合計 71 10,430

営業外費用   

支払利息 2,756 3,775

為替差損 71,401 12,818

投資有価証券評価損 5,562 －

その他 1,782 1,904

営業外費用合計 81,502 18,498

経常利益又は経常損失（△） 48,111 △158,792

特別損失   

仲裁関連費用 － ※ 45,321

特別損失合計 － 45,321

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
48,111 △204,114

法人税、住民税及び事業税 6,581 5,987

法人税等調整額 25,970 △10,685

法人税等合計 32,551 △4,697

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,560 △199,416

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
15,560 △199,416
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 15,560 △199,416

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 92 △33,375

為替換算調整勘定 △81,123 3,468

退職給付に係る調整額 1,242 780

その他の包括利益合計 △79,788 △29,126

四半期包括利益 △64,228 △228,542

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △64,228 △228,542
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

　　該当事項はありません。

 

（会計上の見積りの変更）

　　　該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

 

（追加情報）

　　　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う世界経済への影響は今後１年程度続くものと想定しますが、当社で

一部影響の出た業務は今後次第に改善されていくと見込んでおり、当社グループ各社の将来計画への影響は限定的

であるとの仮定を置いております。

　なお、前連結会計年度末時点の仮定から重要な変更はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　仲裁関連費用

当第１四半期連結累計期間（自 2020年４月１日　至 2020年６月30日）

　仲裁関連費用の内容は以下のとおりです。

　2019年10月18日に「当社海外子会社に対する仲裁の申立に関するお知らせ」にて公表しましたとおり、当社の

子会社であるLinical Accelovance America, Inc.の前身であるAccelovance, Inc社（以下「ACV社」）が、

Topical Remedy, LLC（以下「TR社」）から受託しておりました治験業務（なお、本治験は、当社がACV社を買収

した2018年４月16日以前の2018年４月２日に終了しております。）に関し、2019年６月11日に＄12,000,000以上

の支払いを求める旨のAMERICAN ARBITRATION ASSOCIATIONへの仲裁申立がなされ、2019年10月15日にTR社により

当該仲裁手続の開始に要する費用が支払われたことから当該仲裁手続が進行することとなりました。これに伴

い、仲裁対応のために発生した弁護士報酬等であります。

　また、ACV社買収に伴う売主との買収価格の調整について、これまで当事者間で協議を続けてまいりましたが

合意に至ることができず、合併契約に基づき第三者である会計事務所の裁定により決することについて売主との

間で基本合意したため、ACV社買収に伴う売主との買収価格の調整等により発生する弁護士報酬等を当期より仲

裁関連費用として特別損失に計上しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年６月30日）

減価償却費 34,631千円 44,748千円

のれんの償却額 71,396 69,524
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月27日

取締役会
普通株式 271,038 12.00 2019年３月31日 2019年６月11日 利益剰余金

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．配当に関する事項

（１）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月25日

取締役会
普通株式 316,211 14.00 2020年３月31日 2020年６月11日 利益剰余金

（注）１株当たり配当額は、普通配当13円00銭と記念配当１円00銭であります。

 

（２）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 ＣＲＯ事業 育薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,498,278 181,846 2,680,125 - 2,680,125

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - - -

計 2,498,278 181,846 2,680,125 - 2,680,125

セグメント利益 494,673 30,193 524,867 △395,324 129,542

（注）１．セグメント利益の調整額△395,324千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注２）

 ＣＲＯ事業 育薬事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,165,031 259,017 2,424,048 - 2,424,048

セグメント間の内部

売上高又は振替高
- - - - -

計 2,165,031 259,017 2,424,048 - 2,424,048

セグメント利益 162,475 79,776 242,252 △392,976 △150,724

（注）１．セグメント利益の調整額△392,976千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失

（△）
0円69銭 △8円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に

帰属する四半期純損失（△）（千円）
15,560 △199,416

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又

は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
15,560 △199,416

普通株式の期中平均株式数（千株） 22,586 22,586

（注）前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載

しておりません。当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四

半期純損失（△）であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

剰余金の配当

　2020年５月25日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　316,211千円

　（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　14円00銭

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　2020年６月11日

（注）　2020年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 2020年8月13日

株式会社　リニカル  
 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 大　阪　事　務　所 

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　関口　浩一　　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 　下井田　晶代　　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社リニカル

の2020年4月1日から2021年3月31日までの連結会計年度の第1四半期連結会計期間（2020年4月1日から2020年6月30日ま

で）及び第1四半期連結累計期間（2020年4月1日から2020年6月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期

連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リニカル及び連結子会社の2020年6月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第1四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点

において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管

しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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